
福井県 勝山市消費者団体連絡協議会

*



*昭和５２年、５消費者グループが結成。

以来、マイバッグ運動、食の安全安心、

悪質商法被害防止、環境問題など

消費者問題を取り上げ、地域に根差して活動。

会員数３３名。

受賞履歴：環境ふくい推進協議会会長賞

福井県県民社会貢献活動知事奨励賞

内閣府特命担当大臣賞

勝山市制６０周年記念特別賞
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*平成23年 オリジナル脚本

「エコレンジャー登場！」に沿って

パネルシアターを作成し、

全幼稚園及び保育園にて上演



*

*平成２４年

三者円卓会議（平成１９年からほぼ毎年
実施、消費者・事業者・行政が一堂に会し
消費者問題について検討する）

中学校生徒が環境活動について発表する。



*

*児童センター、幼稚園、保育園とのパイプがで
きていたこと

*中学校との連携が図れていたこと

*環境教育の必要性が高まってきていたこと

*もともと福井県は百人一首が盛んであること

このことから平成２７年度事業で取り組む



*

*６ 月 検討会

*７ 月 読み札作成

*９ 月 選考会

*１０月 絵札作成

*１２月 製 作

*１ 月 実 施

*２ 月 実 施

*５ 月 展 示

（１０児童館に依頼）

（１高校、２中学校美術部）

（１０児童館）



* 全児童センターとの日程調整

* スケジューリング

* 各地区理事が各児童館を担当する

* エコの定義を再考する

* 子供の感性を活かした読み句づくり

* 子供の個人情報

*



* 学校とのスケジューリング

* 画材の相談

* ３校にテーマの偏りがないよう振り
分ける

* 美術部員数を聞き、部員１人×１枚
程度になるように選考

*
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*スケジューリングの重要性

*段取り

実演から逆算する

その他の事業とのバランスも考える

*スピード感

*意義を繰り返し伝えること



*

*点と点をつなぐ

幼児、児童、中学生、高校生

全年代に応じた作業を設定することができる

*作成し、完成後使用する

製作段階と使用段階、両方で学びを得られる

*低予算

画材、ラミネーター、紙代＝約２０，０００円/１組



*

*「エコ」について一緒に考える

「教える」「教えられる」関係を超えて

年齢に関係なく一緒に考える

*地球規模のテーマを地域目線で共に取り組める

*「明日から実践」できることである

*課外活動を通じて地域の子供と触れ合える

*一緒に学ぶ という姿勢



ご清聴ありがとうございました

勝山市消費者団体連絡協議会

*これからも地域に
根差した消費者教育を

実施してまいります
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